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（
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五
日
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『
五
輪
書
』
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の
序
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A
n Introduction to the Study of “G

orin-no-sho”

土
屋　

博
映

H
iroei T

SU
CH
IY
A

要　

旨

　

剣
豪
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
な
宮
本
武
蔵
の
実
際
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
く
ら
い
し
か
知

り
え
な
い
。
宮
本
武
蔵
が
そ
の
名
前
を
天
下
に
知
ら
し
め
た
の
は
、
吉
川
英
治
の
『
宮
本
武
蔵
』
か
ら
で
あ
る
。
大
衆
文
学
作

品
と
し
て
、
出
色
の
出
来
栄
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
。
大
い
に
評
価
に
値
す
る
。
し
か
し
、
実
際
の
武
蔵
は
ど
う
だ

っ
た
か
と
い
う
、
歴
史
的
・
実
証
的
な
立
場
か
ら
言
え
ば
、
世
間
を
惑
わ
せ
た
と
も
言
え
な
く
は
な
い
。
本
稿
で
は
、『
五
輪

書
』
の
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
精
神
に
影
響
を
与
え
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
う
で
な
い
の
か
、
そ
れ
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
、『
五
輪
書
』
に
対
峙
し
て
み
た
い
。
本
稿
は
そ
の
手
始
め
と
し
て
、『
五
輪
書
』
の
構
成
を
記
述
す
る
こ

と
を
主
と
す
る
。
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一
、
は
じ
め
に

　
『
五
輪
書
』
は
、
剣
豪
宮
本
武
蔵
が
表
し
た
、「
武
道
」（
仮
に
こ
う
呼
ん
で
お
く
）

の
書
で
あ
る
。

　

本
稿
で
テ
キ
ス
ト
と
す
る
の
は
、『
五
輪
書
』（
岩
波
文
庫
・
高
柳
光
寿
校
訂
）
で

あ
る
。

　

解
題
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「『
五
輪
書
』
は
宮
本
武
蔵
の
著
で
あ
る
。
武
蔵
の
伝
は
甚
だ
詳
で
な
い
。
確
実

な
こ
と
は
、
彼
が
こ
の
『
五
輪
書
』
の
中
で
い
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
と
い
っ
て

よ
い
。」

と
あ
る
ご
と
く
、
剣
豪
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
な
宮
本
武
蔵
の
人
物
像
に
つ
い
て

は
、
こ
の
書
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
く
ら
い
し
か
知
り
え
な
い
。

　

宮
本
武
蔵
が
そ
の
名
前
を
天
下
に
知
ら
し
め
た
の
は
、
吉
川
英
治
の
『
宮
本
武
蔵
』

か
ら
で
あ
る
。
吉
川
英
治
も
そ
れ
な
り
に
武
蔵
に
関
わ
る
過
去
の
文
献
を
調
査
し
た

の
だ
ろ
う
が
、
あ
の
大
著
『
宮
本
武
蔵
』
の
大
部
分
は
吉
川
の
創
作
で
あ
る
。
つ
ま

り
、「
吉
川
武
蔵
」
と
呼
ん
で
よ
い
。

　

大
衆
文
学
作
品
と
し
て
、
出
色
の
出
来
栄
え
、
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
。
大
い
に
評

価
に
値
す
る
。
し
か
し
、
実
際
の
武
蔵
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
、
歴
史
的
・
実
証

的
な
立
場
か
ら
言
え
ば
、
世
間
を
惑
わ
せ
た
と
も
言
え
な
く
も
な
い
。

　

先
に
、『
五
輪
書
』
は
、「
武
道
」
の
書
で
あ
る
と
言
っ
た
が
、
日
本
人
の
精
神
構

造
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
が
、「
武
士
道
」
で
あ
る
、
と
す
れ
ば
、『
五
輪
書
』
は

思
想
の
書
と
考
え
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　
『
五
輪
書
』
の
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
、
思
想
と
し
て
日
本
人
の
精
神
に
刻
ま
れ
た
の

か
、
あ
る
い
は
そ
う
で
な
い
の
か
、
そ
れ
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、『
五

輪
書
』
に
対
峙
し
て
み
た
い
。
本
稿
は
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
本
稿
で
は
、『
五
輪

書
』
の
構
成
を
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
構
成

　

テ
キ
ス
ト
解
題
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「『
五
輪
書
』
は
、
武
蔵
が
そ
の
い
わ
ゆ
る
兵
法
を
仏
説
の
地
水
火
風
空
の
五
大

に
と
っ
て
五
巻
に
著
し
た
の
で
か
く
称
す
る
の
で
あ
る
。
第
一
地
の
巻
に
於
い

て
は
、
兵
法
の
道
の
大
体
、
二
天
一
流
の
見
立
、
大
き
な
る
と
こ
ろ
よ
り
小
き

と
こ
ろ
を
知
り
、
浅
き
よ
り
深
き
に
至
る
と
い
っ
て
い
る
通
り
、
そ
の
流
儀
を

二
刀
と
名
づ
く
る
に
至
っ
た
理
由
、
兵
法
を
修
む
る
心
掛
け
の
次
第
等
を
か
な

り
詳
細
に
亙
っ
て
述
べ
て
い
る
。
而
し
て
第
二
水
の
巻
は
、
二
天
一
流
の
太
刀

筋
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
い
わ
ゆ
る
身
な
り
の
こ
と
、
目
の
付
け
よ
う
、

太
刀
の
持
ち
よ
う
、
足
つ
か
い
の
こ
と
、
五
方
の
構
え
の
こ
と
、
太
刀
の
道
と

い
う
こ
と
、
五
つ
の
お
も
て
の
次
第
、
構
え
あ
っ
て
構
え
な
し
と
い
う
こ
と
、

拍
子
の
こ
と
、
打
ち
の
こ
と
、
あ
た
り
の
こ
と
、
受
け
の
こ
と
、
位
の
こ
と
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等
々
、
そ
の
流
儀
の
奥
義
を
具
体
的
に
記
し
た
も
の
で
、
全
巻
の
中
心
を
成
す

も
の
で
あ
る
。
つ
い
で
第
三
火
の
巻
き
は
、
勝
負
の
こ
と
を
書
き
著
す
と
い
っ

て
い
る
が
、
こ
の
巻
で
は
場
の
次
第
の
こ
と
、
先
の
こ
と
、
景
気
を
知
る
こ
と

等
々
、
太
刀
そ
の
も
の
の
用
法
の
外
に
、
智
力
を
用
い
て
或
は
敵
状
を
知
り
、

或
は
牽
制
を
行
い
、
或
は
変
化
に
出
る
こ
と
等
、
多
分
に
心
理
的
な
働
作
に
つ

い
て
述
べ
た
も
の
で
、
水
の
巻
に
つ
ぐ
重
要
な
部
分
で
あ
る
。
ま
た
第
四
風
の

巻
は
、
他
流
の
兵
法
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
、
他
流
と
己
が
流
と
を
比
較
し
、

そ
の
利
失
を
論
じ
て
い
る
。
而
し
て
最
後
の
第
五
空
の
巻
は
、
そ
の
著
述
に
結

末
ら
し
き
も
の
を
付
け
た
に
過
ぎ
な
い
。」

　

こ
の
解
題
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

① 

本
書
は
「
地
水
火
風
空
」（
仏
説
の
五
大
）
の
五
巻
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

② 

そ
こ
で
『
五
輪
書
』
と
呼
ぶ
。

③ 

第
一
「
地
の
巻
」
で
は
「
兵
法
」
の
大
体
を
述
べ
る
。
い
わ
ば
入
門
編
。

　
（
※
6
頁
〜
23
頁
、
総
計
17
頁
）

④ 

第
二
「
水
の
巻
」
で
は
「
二
点
一
流
の
太
刀
筋
」
を
述
べ
る
。
全
巻
の
中
心
を

な
す
。

　
（
※
26
頁
〜
46
頁
、
総
計
21
頁
）

⑤ 

第
三
「
火
の
巻
」
で
は
「
智
力
」
を
用
い
、
心
理
的
な
動
作
を
述
べ
る
。
二
番

目
に
重
要
。

　
（
※
48
頁
〜
68
頁
、
総
計
21
頁
）

⑥ 

第
四
「
風
の
巻
」
で
は
「
他
流
の
兵
法
」
を
記
す
。
他
流
と
の
比
較
（
批
判
）。

　
（
※
70
頁
〜
83
頁
、
総
計
14
頁
）

⑦ 

第
五
「
空
の
巻
」
で
は
ま
さ
に
「
空
」
を
記
す
。
結
末
と
す
る
。

　
（
※
86
頁
〜
87
頁
、
総
計
2
頁
）

と
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
な
お
（
※
）
は
各
巻
の
テ
キ
ス
ト
の
所
在
頁

と
頁
総
数
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
水
の
巻
と
火
の
巻
の
分
量
が
も
っ
と
も
多
く
、
以
下
、
地
の
巻
、

風
の
巻
、
空
の
巻
と
続
く
、
と
く
に
空
の
巻
の
2
頁
の
少
な
さ
に
は
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
空
の
巻
を
除
き
、
各
巻
と
も
冒
頭
に
、
序
文
と
も
見
ら
れ
る
1
頁
ほ
ど
の
文

と
、
巻
末
に
、
ま
と
め
（
結
論
）
と
も
見
ら
れ
る
１
頁
ほ
ど
の
文
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。

三
、
本
文

１
、 

地
の
巻

　

地
の
巻
は
、
冒
頭
が
、「
兵
法
の
道
、
二
天
一
流
と
号
し
、
数
年
鍛
錬
の
事
、
初
而

書
物
に
あ
ら
わ
さ
ん
と
思
、
時
寛
永
二
十
年
十
月
上
旬
の
比
、」（
16
行
）
と
い
う
こ

と
ば
で
始
ま
る
。
実
は
、
各
巻
に
は
冒
頭
序
文
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既

に
の
べ
た
が
、
本
巻
の
み
、
全
体
の
序
文
と
も
言
わ
れ
る
文
言
が
ま
ず
記
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、「
武
道
」
で
は
な
く
て
「
兵
法
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
た
い
。
次
に
、「
万
事
に
お
い
て
我
に
師
匠
な
し
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
彼
の

「
兵
法
」
は
自
己
の
体
験
か
ら
身
に
つ
け
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
ま
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と
め
の
部
分
で
「
天
道
と
観
世
音
を
鏡
と
し
て
、
十
月
十
日
之
夜
寅
の
一
て
ん
に
筆

を
と
つ
て
書
初
る
も
の
也
」
と
記
さ
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。「
五
輪
書
」
は
そ
の
題

名
通
り
、
宗
教
的
な
姿
勢
を
も
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

　

次
に
、
地
の
巻
の
序
文
（
15
行
）
が
記
さ
れ
る
。
重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
を
抜
粋

す
る
。
冒
頭
に
は
、「
夫
兵
法
と
云
事
、
武
家
の
法
な
り
、
将
た
る
も
の
は
、
と
り
わ

き
此
法
を
お
こ
な
ひ
、
卒
た
る
も
の
も
此
道
を
知
る
べ
き
事
也
、
今
世
の
中
に
兵
法

の
道
た
し
か
に
わ
き
ま
へ
た
る
と
云
武
士
な
し
」
と
記
さ
れ
る
。「
兵
法
」
と
は
「
武

家
の
法
」
だ
と
断
定
す
る
。
続
い
て
、「
先
武
士
は
文
武
二
道
と
い
ひ
て
、
二
つ
の
道

を
嗜
む
事
是
道
也
」
と
あ
り
、「
文
武
二
道
」
と
、「
文
」
の
重
要
性
も
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
武
士
は
只
死
ぬ
る
と
云
道
を
嗜
事
と
覚
ゆ
る
ほ
ど
の
儀
也
」
と
あ
り
、「
武

士
道
と
は
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た
り
」
と
い
う
後
の
名
言
と
の
関
わ
り
を
う
か
が
わ

せ
る
。
さ
ら
に
、「
武
士
の
兵
法
を
お
こ
な
ふ
道
は
、
何
事
に
お
ゐ
て
も
人
に
す
ぐ
る

る
と
こ
ろ
を
本
と
し
、
或
は
一
身
の
切
合
に
か
ち
、
或
は
数
人
の
戦
に
勝
、
主
君
の

為
、
我
身
の
為
、
名
を
あ
げ
身
を
た
て
ん
と
思
ふ
、
是
兵
法
の
徳
を
も
っ
て
な
り
」

と
記
さ
れ
、「
兵
法
」
と
い
う
も
の
が
「
武
道
」
と
は
異
な
り
、「
い
く
さ
」
を
も
射

程
に
い
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
下
、
各
巻
同
様
に
、
冒
頭
「
一
、」
と
し
て
条
項
（
項
目
）
が
記
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
本
巻
は
、
入
門
編
ま
た
は
総
論
と
も
い
う
べ
き
巻
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
各
条

項
が
長
い
。
参
考
ま
で
に
、
条
項
の
最
後
に
、（　

）
を
付
し
、
テ
キ
ス
ト
の
行
数
を

記
し
て
お
く
。
※
以
下
本
文
の
行
数
を
参
考
ま
で
に
記
し
て
お
く
。
行
数
が
多
け
れ

ば
多
い
ほ
ど
、
武
蔵
の
主
張
し
た
い
内
容
と
見
当
を
つ
け
て
み
た
い
。

「
一
、
兵
法
の
道
と
云
事
、
漢
土
和
朝
ま
で
も
、
此
道
を
お
こ
な
ふ
者
を
兵
法
の
達

者
と
い
ひ
伝
へ
た
り
」（
26
行
）

「
一
、 

兵
法
の
道
大
工
に
た
と
へ
た
る
事
」（
15
行
）

「
一
、 

兵
法
の
道
、
士
卒
た
る
も
の
は
、
大
工
に
し
て
手
づ
か
ら
其
道
具
を
と
ぎ
、」

　
（
11
行
）

「
一
、 

此
兵
法
の
書
五
巻
に
仕
立
る
事
、
五
つ
の
道
を
わ
か
ち
、」（
31
行
）

「
一
、 

此
一
流
二
刀
と
名
付
る
事
、」（
24
行
）

「
一
、 

兵
法
二
つ
の
字
の
利
を
知
事
、」（
12
行
）

「
一
、 

兵
法
に
武
具
の
利
を
知
と
云
事
、」（
19
行
）

「
一
、 

兵
法
の
拍
子
の
事
、」（
14
行
）

　

地
の
巻
は
、以
上
八
か
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、最
後「
右
一
流
の
兵
法
の
道
、」

に
始
ま
る
ま
と
め
が
記
さ
れ
る
。「
道
を
お
こ
な
ふ
法
」
と
し
て
、「
第
一
に
「
よ
こ

し
ま
に
な
き
事
を
お
も
ふ
所
、
第
二
に
道
の
鍛
錬
す
る
所
、
第
三
に
諸
芸
に
さ
は
る

所
、
第
四
に
諸
職
の
道
を
知
る
事
、
第
五
に
物
毎
の
損
得
を
わ
き
ま
ゆ
る
事
、
第
六

に
諸
事
目
利
を
仕
覚
る
事
、
第
七
に
目
に
見
え
ぬ
を
さ
と
つ
て
知
る
事
、
第
八
に
わ

づ
か
な
事
に
も
気
を
付
る
事
、
第
九
に
役
に
た
た
ぬ
事
を
せ
ざ
る
事
、」
と
九
項
目
を

あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
鍛
錬
を
も
つ
て
総
体
自
由
な
れ
ば
、
身
に
て
も
人
に
か
ち
、

又
此
道
に
馴
た
る
心
な
れ
ば
、
心
を
も
つ
て
人
に
勝
ち
、」
と
、「
心
」
の
重
要
性
も

説
き
、
最
後
に
「
又
大
き
な
る
兵
法
に
し
て
は
、
善
人
を
持
事
に
か
ち
、
人
数
を
つ

か
ふ
事
に
か
ち
、
身
を
た
だ
し
く
お
こ
な
ふ
道
に
か
ち
、
国
を
治
る
事
に
か
ち
、
民

を
や
し
な
ふ
事
に
か
ち
、
世
の
例
法
を
お
こ
な
ひ
か
ち
、
い
づ
れ
の
道
に
お
ゐ
て
も
、
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人
に
ま
け
ざ
る
所
を
し
り
て
、身
を
た
す
け
、名
を
た
す
く
る
所
、是
兵
法
の
道
也
。」

と
ま
と
め
る
。
武
蔵
の
言
う
「
兵
法
の
道
」
は
、
個
人
の
み
な
ら
ず
、
家
来
と
し
て

主
君
に
仕
え
る
こ
と
か
ら
、
主
君
と
し
て
、
民
を
治
め
る
こ
と
ま
で
を
含
ん
で
い
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

２
、 

水
の
巻

　

水
の
巻
は
、
序
文
が
、「
兵
法
二
天
一
流
の
心
、
水
を
本
と
し
て
、
利
方
の
法
を
お

こ
な
ふ
に
よ
っ
て
水
の
巻
と
し
て
、一
流
の
太
刀
筋
、此
書
に
書
顕
す
も
の
也
、」（
10

行
）
と
い
う
こ
と
ば
で
始
ま
る
。「
水
」
自
体
が
、
本
巻
に
関
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
水
」
と
い
う
名
称
（
仏
教
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
）
を
借
り
た
に
す
ぎ
な
い
。「
万
人
と

万
人
と
の
合
戦
の
利
に
心
得
、
大
き
に
見
た
つ
る
所
肝
要
也
、」
と
あ
る
が
、
武
蔵
は

「
合
戦
」
を
射
程
に
い
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
書
の
読
者
が
合
戦
に
関
わ
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
個
人
の
武
道
と
い
う
目
的
で
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
こ

と
に
な
る
。

「
一
、 

兵
法
心
持
の
事
、」（
15
行
）

「
一
、 

兵
法
の
身
な
り
の
事
、」（
9
行
）

「
一
、 

兵
法
の
目
付
と
云
事
、」（
6
行
）

「
一
、 

太
刀
の
持
や
う
の
事
、」（
9
行
）

「
一
、 

足
つ
か
ひ
の
事
、」（
6
行
）

「
一
、 

五
方
の
構
の
事
、」（
8
行
）

「
一
、 

太
刀
の
道
と
云
事
、」（
8
行
）

「
一
、 

五
つ
の
お
も
て
の
次
第
、」（
7
行
）

「
一
、 

お
も
て
の
第
二
の
次
第
の
事
、」（
5
行
）

「
一
、 

お
も
て
第
三
の
次
第
の
事
、」（
5
行
）

「
一
、 

お
も
て
第
四
の
次
第
の
事
、」（
4
行
）

「
一
、 

お
も
て
第
五
の
次
第
の
事
、」（
8
行
）

「
一
、 

有
構
無
構
の
お
し
へ
の
事
、」（
12
行
）

「
一
、 

敵
を
打
に
一
拍
子
の
打
の
事
、」（
5
行
）

「
一
、 

二
の
こ
そ
の
拍
子
の
事
、」（
4
行
）

「
一
、 

無
念
無
相
の
打
と
云
事
、」（
4
行
）

「
一
、 

流
水
の
打
と
云
事
、」（
4
行
）

「
一
、 

縁
の
あ
た
り
と
云
事
、」（
4
行
）

「
一
、 

石
火
の
あ
た
り
と
云
事
、」（
4
行
）

「
一
、 

紅
葉
の
打
と
云
事
、」（
5
行
）

「
一
、 

太
刀
に
か
は
る
身
と
云
事
、」（
4
行
）

「
一
、 

打
と
あ
た
る
と
云
事
、」（
5
行
）

「
一
、 

し
う
こ
う
の
身
と
云
事
、」（
４
行
）

「
一
、 

し
つ
か
う
の
身
と
云
事
、」（
4
行
）

「
一
、 
た
け
く
ら
べ
と
云
事
、」（
4
行
）

「
一
、 
ね
ば
り
を
か
く
る
と
云
事
、」（
5
行
）

「
一
、 

身
の
あ
た
り
と
云
事
、」（
5
行
）

「
一
、 

三
つ
の
う
け
の
事
、」（
7
行
）
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「
一
、 

お
も
て
を
さ
す
と
云
事
、」（
6
行
）

「
一
、 

心
を
さ
す
と
云
事
、」（
5
行
）

「
一
、 
か
つ
と
云
事
、」（
5
行
）

「
一
、 

は
り
う
け
と
云
事
、」（
6
行
）

「
一
、 

多
敵
の
く
ら
い
の
事
、」（
12
行
）

「
一
、 

打
あ
い
の
利
の
事
、」（
3
行
）

「
一
、 

一
つ
の
打
と
云
事
、」（
3
行
）

「
一
、 

直
通
の
く
ら
い
と
云
事
、」（
2
行
）

　

以
上
二
十
七
カ
条
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
巻
末
の
ま
と
め
が
「
右
書
付
る
所
、
一

流
の
剣
術
、
大
形
此
巻
に
記
し
置
事
也
、
兵
法
、
太
刀
を
取
て
人
に
勝
所
を
覚
ゆ
る

は
、
先
五
つ
の
お
も
て
を
以
て
五
方
の
構
を
し
り
、
太
刀
の
道
を
覚
へ
て
総
体
自
由

に
な
り
、
心
の
き
き
出
て
道
の
拍
子
を
し
り
、
お
の
れ
と
立
ち
も
手
さ
へ
て
、
身
も

足
も
心
の
儘
に
ほ
ど
け
た
る
時
に
随
ひ
、
一
人
に
か
ち
、
二
人
に
か
ち
、
兵
法
の
善

悪
を
し
る
程
に
な
り
、
此
一
書
の
内
を
、
一
ヶ
条
一
ヶ
条
と
稽
古
し
て
、
敵
と
た
た

か
い
、
次
第
次
第
に
道
の
利
を
得
て
、」（
13
行
）
な
ど
記
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に

本
巻
は
「
二
天
一
流
」
の
剣
術
、
つ
ま
り
基
本
の
構
に
は
じ
ま
る
技
術
を
ま
と
め
て

述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

３
、 

火
の
巻

　

火
の
巻
は
、
冒
頭
序
文
「
二
刀
一
流
の
兵
法
、
戦
の
事
を
火
に
思
ひ
と
つ
て
、
戦

勝
負
の
事
を
火
の
巻
と
し
て
、
此
巻
に
書
顕
す
也
、」（
16
行
）
と
い
う
こ
と
ば
で
始

ま
る
。「
世
間
の
人
、
毎
に
兵
法
の
利
を
ち
い
さ
く
思
ひ
な
し
て
、」
と
あ
り
、
さ
ら

に
「（
一
流
は
）
ち
い
さ
き
事
思
ひ
出
る
こ
と
に
あ
ら
ず
、
更
に
命
を
ば
か
り
の
打
あ

い
に
お
い
て
、
一
人
し
て
五
人
十
人
と
も
た
た
か
い
、
其
勝
道
を
た
し
か
に
知
る
こ

と
、
わ
が
道
の
兵
法
也
、」
と
述
べ
る
。
要
す
る
に
、
一
流
は
戦
争
で
役
に
立
つ
流
派

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
下
、
条
項
が
記
さ
れ
る
。

「
一
、 

場
の
次
第
と
云
事
、」（
13
行
）

「
一
、 

三
つ
の
先
と
云
事
、」（
21
行
）

「
一
、 

枕
を
お
さ
ゆ
る
と
言
事
、」（
14
行
）

「
一
、 

と
を
こ
す
と
云
事
、」（
10
行

「
一
、 

け
い
き
を
知
と
云
事
、」（
8
行
）

「
一
、 

け
ん
を
ふ
む
と
云
事
、」（
12
行
）

「
一
、 

く
づ
れ
を
知
と
云
事
、」（
9
行
）

「
一
、
敵
に
な
る
と
云
事
、」（
8
行
）

「
一
、 

四
手
を
は
な
す
と
云
事
、」（
6
行
）

「
一
、 

か
げ
を
う
ご
か
す
と
云
事
、」（
7
行
）

「
一
、 

か
げ
を
お
さ
ゆ
る
と
云
事
、」（
6
行
）

「
一
、 
う
つ
ら
か
す
と
云
事
、」（
9
行
）

「
一
、 
む
か
つ
か
す
る
と
云
事
、」（
6
行
）

「
一
、
お
び
や
か
す
と
云
事
、」（
7
行
）
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「
一
、
ま
ぶ
る
る
と
云
事
、」（
5
行
）

「
一
、
か
ど
に
さ
わ
る
と
云
事
、」（
6
行
）

「
一
、
う
ろ
め
か
す
と
云
事
、」（
７
行
）

「
一
、
三
つ
の
声
と
云
事
、」（
9
行
）

「
一
、 

ま
ぎ
る
る
と
云
事
、」（
8
行
）

「
一
、 

ひ
し
ぐ
と
云
事
、」（
8
行
）

「
一
、 

さ
ん
か
い
の
か
わ
り
と
云
事
、」（
6
行
）

「
一
、 

そ
こ
を
ぬ
く
と
云
事
、」（
7
行
）

「
一
、 

あ
ら
た
に
な
る
と
云
事
、」（
6
行
）

「
一
、 

そ
と
う
ご
し
ゅ
と
云
事
、」（
5
行
）

「
一
、 

し
や
う
そ
つ
を
し
る
と
云
事
、」（
４
行
）

「
一
、 

つ
か
を
は
な
す
と
云
事
、」（
3
行
）

「
一
、 

い
わ
を
の
み
と
云
事
、」（
2
行
）

　

以
上
二
十
七
ヶ
条
が
記
さ
れ
、
最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、「
右
書
付
る
所
、
一
流
剣

術
の
場
に
し
て
、
不
絶
思
ひ
よ
る
事
の
み
云
顕
し
置
物
也
、」（
11
行
）
と
記
さ
れ
て

い
る
。
要
す
る
に
、
戦
い
の
場
で
の
、
ま
さ
に
実
戦
技
術
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
で
心
理
的
な
面
に
強
く
ふ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。
条
項
の
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
、
戦
争
の
場
面
で
の
対
処
法
が
描
か
れ
、
戦
争
を
意
識
し
て
い
る
こ
と

は
本
巻
で
も
変
わ
り
な
い
。

４
、 

風
の
巻

　

風
の
巻
は
、「
兵
法
、
他
流
の
道
を
知
事
、
他
の
兵
法
の
流
々
を
書
付
、
風
の
巻
と

し
て
此
巻
に
顕
す
所
也
、」（
12
行
）
と
い
う
こ
と
ば
で
始
ま
る
。
つ
ま
り
、
一
流
以

外
の
流
派
の
批
判
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
下
、
条
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
一
、 

他
流
に
大
き
な
る
太
刀
を
持
事
、」（
16
行
）

「
一
、 

他
流
に
お
ゐ
て
、
つ
よ
み
の
太
刀
と
云
事
、」（
13
行
）

「
一
、 

他
流
に
短
き
太
刀
を
用
る
事
、」（
15
行
）

「
一
、 

他
流
に
太
刀
か
ず
多
き
事
、」（
12
行
）

「
一
、 

他
（
流
）
に
太
刀
の
構
を
用
る
事
、」（
16
行
）

「
一
、
他
流
に
目
付
と
云
事
、」（
15
行
）

「
一
、
他
流
に
足
つ
か
ひ
有
事
、」（
16
行
）

「
一
、
他
の
兵
法
に
は
や
き
を
用
る
事
、」（
17
行
）

「
一
、 

他
流
に
奥
表
と
云
事
、」（
13
行
）

　

以
上
九
カ
条
が
記
さ
れ
、
最
後
に
、
ま
と
め
と
し
て
「
右
他
流
の
兵
法
を
九
カ
条

と
し
て
、」（
9
行
）
が
存
在
す
る
。
他
流
を
九
派
に
分
類
し
、
そ
れ
ら
を
分
析
、
批

評
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
一
流
と
の
比
較
で
、
一
流
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
知

ら
し
め
る
巻
で
あ
る
。
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５
、 
空
の
巻

　
「
二
刀
一
流
の
兵
法
の
道
、
空
の
巻
き
と
し
て
書
顕
す
事
、
空
と
云
心
は
、
物
毎
の

な
き
所
、
し
れ
ざ
る
事
を
空
と
見
た
つ
る
也
、」（
15
行
）
と
い
う
こ
と
ば
で
始
ま
り
、

具
体
的
な
条
項
は
存
在
し
な
い
。
最
後
に
、「
直
な
る
所
を
本
と
し
、
実
の
心
を
道
と

し
て
、
兵
法
を
広
く
お
こ
な
ひ
、
た
だ
し
く
明
ら
か
に
、
大
き
な
る
所
を
お
も
ひ
と

つ
て
、
空
を
道
と
し
、
道
を
空
と
見
る
所
也
、
空
有
善
無
悪
、
智
は
有
也
、
利
は
有

也
、
道
は
有
な
り
、
心
は
空
也
、」
と
述
べ
て
い
部
分
が
、
武
蔵
の
た
ど
り
つ
い
た
境

地
と
い
う
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

三
、 

お
わ
り
に

　

本
稿
は
『
五
輪
書
』
の
全
体
の
構
成
を
見
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
す
で
に
そ
の
目

的
は
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
現
段
階
で
の
、
結
論
め
い
た
こ
と
を
述
べ
て
、
本

書
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

　
『
五
輪
書
』
は
、
仏
教
の
「
五
輪
」
を
題
名
に
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
仏
道

精
神
を
「
兵
法
」
に
活
か
す
と
い
う
こ
と
で
も
何
で
も
な
く
、
悪
く
言
え
ば
、
仏
道

と
い
う
権
威
（
ブ
ラ
ン
ド
）
を
借
り
て
本
書
に
は
く

0

0

を
つ
け
た
だ
け
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

ま
た
、
他
の
思
想
を
背
景
に
強
く
持
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
要
す
る

に
、
権
威
あ
る
人
に
差
し
出
す
た
め
に
彼
自
身
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
「
兵
法
」
を
、

わ
か
り
や
す
く
順
を
追
っ
て
、
解
説
し
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
に
な
ろ
う
。
精
神
の

重
要
性
も
説
い
て
は
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
表
面
的
で
あ
り
、
思
想
に
結
び
つ
く
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
と
、
考
え
ら
れ
る
。

　

よ
い
例
が
、
最
終
巻
の
「
空
の
巻
」
で
あ
る
。
彼
の
「
兵
法
」
は
あ
く
ま
で
技
術

が
中
心
で
あ
り
、
精
神
に
深
く
及
ん
で
は
い
な
い
こ
と
が
、「
空
の
巻
」
の
分
量
の
短

さ
と
、
表
面
的
な
表
現
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と
い
え
よ
う
。
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